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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のトラックによりデータ再生のための信号処理の一単位であるユニットが構成され
た記録媒体から、再生ヘッドを用いて、前記ユニットに対して前記トラックの幅方向にて
それぞれ異なる位置関係で、前記ユニットを構成するトラックの数より多い複数の再生信
号を得て、前記データを再生する装置であって、
　前記ユニットを構成するトラックの数より多い複数の再生信号から、前記データ再生の
対象である前記ユニットを構成する全てのトラックの信号を満たす複数の再生信号を選択
する再生信号選択部と、
　前記再生信号選択部により選択された前記複数の再生信号から、トラックごとの再生信
号を分離するための処理を行う演算部と
　を具備することを特徴とするデータ再生装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のデータ再生装置であって、
　前記各トラックには、所属する前記ユニット及びこのユニット内でトラックを識別する
ための情報を含む識別パターンが配置され、
　前記再生信号選択部は、前記識別パターンをもとに前記複数の再生信号を選択すること
を特徴とするデータ再生装置。
【請求項３】
　請求項１に記載のデータ再生装置であって、
　前記各トラックには、このデータを再生する制御のための情報を含むプリアンブルがト
ラックの進行する方向に互いにずらして配置され、
　前記再生信号選択部は、前記プリアンブルの位置をもとに前記複数の再生信号を選択す
ることを特徴とするデータ再生装置。
【請求項４】
　請求項１に記載のデータ再生装置であって、
　前記再生信号選択部は、データ再生の対象である前記ユニット以外のユニットの信号を
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含む再生信号を除いた再生信号が、前記データ再生の対象である前記ユニットを構成する
全てのトラックの再生信号を満たさない場合、前記データ再生の対象である前記ユニット
を構成する全てのトラックの再生信号を満たすように、データ再生の対象である前記ユニ
ット以外のユニットの信号を含む再生信号の一部を、再生信号の選択結果に加えることを
特徴とするデータ再生装置。
【請求項５】
　請求項１に記載のデータ再生装置であって、
　前記再生信号選択部は、データ再生の対象である前記ユニット以外のユニットの信号を
含む再生信号を除いた再生信号の数が、前記ユニットを構成するトラックの数より多い場
合、前記各再生信号の出力レベルをもとに、前記ユニットを構成するトラックの数まで再
生信号の選択結果を絞り込むことを特徴とするデータ再生装置。
【請求項６】
　請求項１に記載のデータ再生装置であって、
　前記再生ヘッドは、前記トラックの幅よりも、トラックの幅方向において広い範囲を再
生することを特徴とするデータ再生装置。
【請求項７】
　請求項１に記載のデータ再生装置であって、
　前記各トラックには、前記再生ヘッドと前記複数のトラックとの再生時のトラック幅方
向の位置関係を検出するために必要な分離パターンが配置され、
　前記演算部は、
　前記再生信号選択部により選択された前記複数の再生信号から前記分離パターンをそれ
ぞれ検出して、この検出結果をもとに、前記再生ヘッドと前記複数のトラックとの再生時
のトラック幅方向の位置関係に相当するチャネル行列を演算するチャネル推定演算部と、
　前記チャネル推定演算部によって求められた前記チャネル行列をもとに、前記再生信号
選択部によって選択された各再生信号から前記トラックごとの再生信号を分離する信号分
離演算部とを具備することを特徴とするデータ再生装置。
【請求項８】
　請求項７に記載のデータ再生装置であって、
　前記信号分離演算部は、前記チャネル推定演算部により求められたチャネル行列の一般
化逆行列を求め、この一般化逆行列と、前記再生信号選択部によって選択された各再生信
号から前記トラックごとの再生信号を分離することを特徴とするデータ再生装置。
【請求項９】
　請求項７に記載のデータ再生装置であって、
　前記信号分離演算部は、前記チャネル推定演算部により求められたチャネル行列に対し
て、ＭＭＳＥ（Minimum Mean Squared Error）法により、前記再生信号選択部によって選
択された各再生信号から前記トラックごとの前記データの再生信号を分離することを特徴
とするデータ再生装置。
【請求項１０】
　請求項７に記載のデータ再生装置であって、
　前記分離パターンが、前記トラックごとにユニークな位置に配置された、最小記録波長
と同等あるいはそれ以上の記録波長の信号からなる分離パターンであることを特徴とする
データ再生装置。
【請求項１１】
　請求項７に記載のデータ再生装置であって、
　前記分離パターンが、トラッキングサーボ情報であることを特徴とするデータ再生装置
。
【請求項１２】
　請求項１に記載のデータ再生装置であって、
　前記各トラックには、前記再生ヘッドと前記複数のトラックとの再生時のトラック幅方
向の位置関係を検出するために必要な分離パターンが配置され、
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　前記演算部は、
　前記再生信号選択部により選択された前記複数の再生信号から前記分離パターンをそれ
ぞれ検出して、この検出結果をもとに、前記再生ヘッドと前記複数のトラックとの再生時
のトラック幅方向の位置関係に相当するチャネル行列を演算するチャネル推定演算部と、
　前記チャネル推定演算部にて求められたチャネル行列を用いて、前記データの区間内で
可変のチャネル行列を推定するチャネル行列推定部と、
　前記チャネル行列推定部により推定された可変のチャネル行列を用いて、前記個々の区
間ごとに、前記再生信号選択部によって選択された各再生信号から前記トラックごとの再
生信号を分離する信号分離演算部とを具備することを特徴とするデータ再生装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のデータ再生装置であって、
　前記チャネル行列推定部は、前記トラックの進行する方向に連続して配置された複数の
前記ユニット内の前記分離パターンをもとに前記チャネル推定演算部にてそれぞれ求めら
れた複数のチャネル行列を用いて、前記データの区間内で可変のチャネル行列を推定する
ことを特徴とするデータ再生装置。
【請求項１４】
　請求項１２に記載のデータ再生装置であって、
　前記チャネル行列推定部は、連続する複数の前記ユニット内の前記分離パターンをもと
に前記チャネル推定演算部によってそれぞれ求められた複数のチャネル行列から、直線補
間によって、前記データの個々の区間にそれぞれ対応する複数のチャネル行列を推定する
ことを特徴とするデータ再生装置。
【請求項１５】
　請求項１２に記載のデータ再生装置であって、
　前記チャネル行列推定部は、連続する複数の前記ユニット内の前記分離パターンをもと
に前記チャネル推定演算部によってそれぞれ求められた複数のチャネル行列から、前記複
数の分離パターンの両方よりも後方に位置するデータの区間内で可変のチャネル行列を推
定することを特徴とするデータ再生装置。
【請求項１６】
　複数のトラックによりデータ再生のための信号処理の一単位であるユニットが構成され
た記録媒体から、再生ヘッドを用いて、前記ユニットに対して前記トラックの幅方向にて
それぞれ異なる位置関係で、前記ユニットを構成するトラックの数より多い複数の再生信
号を得て、前記データを再生する方法であって、
　前記ユニットを構成するトラックの数より多い複数の再生信号から、前記データ再生の
対象である前記ユニットを構成する全てのトラックの信号を満たす複数の再生信号を選択
する再生信号選択ステップと、
　前記再生信号選択ステップにより選択された前記複数の再生信号から、トラックごとの
再生信号を分離するための処理を行う演算ステップと
　を具備することを特徴とするデータ再生方法。
【請求項１７】
　記録媒体に、記録ヘッドにより、データ再生のための信号処理の一単位であるユニット
を構成する複数のトラックを記録するデータ記録装置と、このデータ記録装置によって前
記ユニットが記録された前記記録媒体から、再生ヘッドを用いて、前記ユニットに対して
前記トラックの幅方向にてそれぞれ異なる位置関係で、前記ユニットを構成するトラック
の数より多い複数の再生信号を得て、前記データを再生するデータ再生装置とを有するデ
ータ記録再生装置であって、
　前記データ記録装置は、
　前記トラックごとに記録すべきデータを符号化する記録符号化部と、
　前記記録符号化部により符号化された前記トラックごとの前記データにそれぞれ、再生
時に前記再生ヘッドによって複数の前記トラックの前記プリアンブルが同時に再生されな
いように、少なくとも隣り合う各トラックの間で互いにトラックの進行する方向において
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ずれた位置関係で、前記データを再生する制御のために必要なプリアンブルを付加する独
立プリアンブル付加部と、
　前記トラックごとの前記プリアンブルが付加されたデータを、前記記録ヘッドにより前
記記録媒体に記録するための処理を行うマルチトラック記録部とを具備し、
　前記データ再生装置は、
　前記ユニットを構成するトラックの数より多い複数の再生信号から、前記データ再生の
対象である前記ユニットを構成する全てのトラックの信号を満たす複数の再生信号を選択
する再生信号選択部と、
　前記再生信号選択部により選択された前記複数の再生信号から、トラックごとの再生信
号を分離するための処理を行う演算部とを具備することを特徴とするデータ記録再生装置
。
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